
11月14日、庖和会（斉藤忠一会長）の会員がたざわこ清眺苑を
訪れ、この会で考案した山の芋鍋を調理し入所するお年寄りに
ごちそうしました。
同会は、昭和55年田沢湖地区の調理師仲間で発足した会で、

現在会員は15人、清眺苑への慰問は、23回目になります。
当日は、７人の会員が、この秋に田沢地区で収穫された山の

芋５キロとその他の材料を持参し、35人分を調理。噛めない人
にも味わってもらおうと、ミキサーで細かくして、昼食として
振る舞われました。お年寄りは、山の芋鍋をおかわりするなど
とても美味しそうに食べていました。
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日本・韓国青年親善交流事業で来日している韓国青年団一行が
11月９日、仙北市西木町を訪れきりたんぽ作りを体験しました。
炊きたての新米をつぶし、木の串に巻いて炭火で炙る全工程に

チャレンジ。初めは慣れない手つきでしたが、だんだん上手にな
ると、ちょとつまみ食い、という場面も見られ、みんな楽しみな
がら秋田の食文化に触れていました。
きりたんぽは、みそたんぽや鍋にして食べ、とてもおいしいと

好評でした。

日韓青年交流　西木町できりたんぽづくり体験

庖和会がたざわこ清眺苑を慰問

抱返り紅葉祭でお茶席を開催

地域の学校で技能奉仕　中川建築技能組合
第１回仙北市安全狩猟

射撃大会開催

きりたんぽ作りに挑戦する韓国青年団一行

山の芋鍋をお年寄りに振る舞う庖和会の会員

10月22日、抱返り神社前社務所で、玉川遠州流畠山社中の真崎晋敬先
生と社中４名が、ボランティアでお茶席を開催しました。
抱返り紅葉祭では今回が初めての開催となりましたが、近隣の方だけ

でなく遠方からも多くの方が参加し、175名が茶道を体験しました。
参加者からは「おいしいお茶で、心も体も温まった。癒された」など喜

びの声が聞かれました。

10月22日、角館町中川地区の中川建築技能組合（組合長・水平誠）の
組合員が地元の中川小学校校舎で小破修理等の技能奉仕（写真）を行い
ました。
地域の学校が少しでも長持ち

するようにと窓枠や、屋根、廊
下の塗装など、それぞれ専門技
術を駆使して傷んだ箇所の修理
をしてくれました。同組合では、
地域のために役立ちたいという
ことで、数年ごとに保育園や学
校で技能奉仕をしてくれていま
す。

10月29日、第１回仙北市安全狩猟
射撃大会が開催され、18人が参加し
ました。
成績は以下のとおりです。（敬称略）

１位 大石　治　27点

２位 浅利武夫　25点

３位 門脇博美　25点

４位 伊沢芳郎　25点

５位 畠山鉱栄　23点
（上位５位まで。点数は30点満点）


